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地
域
共
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す
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題
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ど
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労
働
者
協
同
組
合
法
施
行
後
一
年
の
報
告
を
受
け
て
考
え
る 

 
 

障
害
者
週
間
恒
例
の
「
共
に
働
く
街
を
創

る
つ
ど
い
」
（
当
会
主
催
、
越
谷
市
、
春
日

部
市
後
援
）
が
、
昨
年
１
２
月
１
０
日
に
越

谷
市
中
央
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

野
島
久
美
子
さ
ん
が
総
合
司
会
を
務
め
、

ま
ず
尾
谷
代
表
理
事
か
ら
挨
拶
。
つ
い
で
越

谷
市
福
田
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代

読
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
朝
日
雅
也
県
立
大
学

名
誉
教
授
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
朝
日
さ
ん
か

ら
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
紹
介
が
あ
り
、
本
番
に

入
り
ま
し
た
。 

労
協
法
施
行
一
年
の
状
況
は 

 

ま
ず
、
日
本
労
働
者
協
同
組
合
連
合
会
専

務
理
事
の
田
嶋
康
利
さ
ん
か
ら
、
法
施
行
後

一
年
の
状
況
に
つ
い
て
特
別
報
告
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

新
た
に
設
立
さ
れ
た
労
働
者
協
同
組
合

（
62
法
人
）
は
、
野
営
キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営

／
葬
祭
業
、
成
年
後
見
支
援
／
メ
デ
ィ
ア
製

作
体
験
／
地
域
集
落
で
の
地
元
産
鮮
魚
販

売
、
給
食
の
弁
当
作
り
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
・
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
農
業
な
ど

第
一
次
産
業
と
6
次
産
業
化
／
高
齢
者
介

護
・
子
育
て
支
援
な
ど
の
地
域
福
祉
／
家
事

代
行
サ
ー
ビ
ス
／
生
活
困
窮
者
支
援
と
「
共

に
は
た
ら
く
」
就
労
創
出
／
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
な
居
場
所
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
／
障
害
の

あ
る
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
／
造
園
・
緑

化
／
空
き
家
管
理
／IT
・
製
造
販
売
な

ど
、
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。 

  
 

 

あ
る
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
／
造
園
・
緑

化
／
空
き
家
管
理
／
Ⅰ
Ｔ
・
製
造
販
売
な

ど
、
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的

で
す
。 

田
嶋
さ
ん
は
、
労
協
連
に
課
せ
ら
れ
た

最
大
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
露

呈
さ
れ
た
派
遣
労
働
や
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
な

ど
不
安
定
就
労
の
拡
大
、
そ
し
て
自
然
環

境
や
労
働
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
時
代
に
、

環
境
や
自
然
の
豊
か
さ
を
持
続
可
能
な
も

の
と
す
る
「
ケ
ア
労
働
」
の
領
域
を
拡
大

し
、
人
々
の
生
存
に
欠
か
せ
な
い
あ
ら
ゆ

る
公
共
の
領
域
を
「
コ
モ
ン
」
の
領
域
へ

と
転
換
さ
せ
る
た
め
に
、
労
働
者
協
同
組

合
の
設
立
運
動
を
推
進
す
る
中
で
、
労
働

に
対
す
る
価
値
意
識
の
転
換
を
呼
び
起
こ

し
て
い
き
た
い
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
よ

う
な
、
労
働
者
協
同
組
合
を
自
治
体
・
行

政
の
地
域
づ
く
り
の
公
共
政
策
（
地
域
共

生
社
会
な
ど
）
に
位
置
付
け
る
働
き
か
け

を
強
め
て
い
き
た
い
（
広
島
市
の
「
協
同

労
働
促
進
事
業
」
な
ど
）
こ
と
、
そ
し
て

２
０
２
５
年
の
二
度
目
の
国
連
・
国
際
協

同
年
へ
向
け
全
国
集
会
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ゆ
く
こ
と
を
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。 
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NPO法から労協法までーこの四半世紀の市民事業とは 

朝日 四半世紀前当会は市民の自由な社会貢献活動を 

促進すべく法制化された NPO 法人になり「職場参加」 

を      事業化した。「職場参加」を掲げた越谷市就労支援セン

ターの運営受託と併せ、職場、地域、自治体が障害 

者を受け入れるための自主事業に取り組むべくさまざ 

まな分野から会員の参加を募った。また、受託終了後 

は障害福祉サービス事業を運営するとともに、自主事 

業を継続して取り組んできた。 

ただ、NPOは非営利の市民活動には有効な制度だが、

日常的に事業で働く人たちの事業運営参加は、労協法

のように義務付けられていず、法人自らの工夫にゆだ

ねられている。それがいわば「内なる壁」でもあった。 

 今回、労協法施行後１年のご報告をいただきながら、

職場・地域をひらき共に生き働く場にしてゆく市民事

業のありかた、運営の課題をご一緒に考えてゆきたい。 

 

｢矛盾に幸あれ！｣―協同労働の価値の所在 

須賀  2009 年、元豆腐店の店主か

らの相談を受け、基金訓練を活用し

て「誰もが働ける豆腐屋立ち上げ」

をめざし、「森の１０２（とうふ）工

房」を 2012 年に開所した。しか

し、原価率９００％という赤字経営になり、即閉鎖を

迫られる状況の下、2015 年に就労継続支援 B 型事業

所として、「森のとうふ屋さんの手づくり菓子工房」を

開設した。以後、農福連携に挑戦し、さらに「農福商

連携地域協議会」立ち上げに至っている。 

 就労継続 B 型で働き始めた男性が、途中組合員で働

くようになったがコロナの影響でふさぎがちになり、

再度就労継続 B 型で働き、現在はもう一度組合員にな

って活躍中。「働き方を選択できる」、「ごちゃまぜ・多

様性」ということであり、「支援するーされる」の関係

性を越える社会を内包しているが、他方では「それを

福祉が切ってしまっている状態」ともいえる。 

 「ともに働く・ともに働く仲間」を大切にし、全就

労者による運営会議、仕事おこし会議、学習会の実施

を行っているが、一方で、制度を利用することによる

『分断』も感じている。 

 制度を使ってしまうと、意識的に『障害者―健常

者』『利用者―職員』『給与―工賃』等々の言葉一つとっ

ても分断を生んでしまう。」幼い頃から分けられている

から、いざ一緒になって「共に暮らす」といわれても

わからない。だから「共に」の体験を大切にと思って

いる。 

 

パネルディスカッション 

地域共生めざす市民事業―直面する諸課題とどう向き合うか 
―労働者協同組合法施行後１年の報告を受けて考える 

 

パネリスト： 須賀貴子さん（労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団埼玉事業本部埼玉西南地区

エリアマネージャー）、青山享美さん（越ヶ谷こどもカフェ食堂ぽらむの家代表）、山下浩志さん（NPO法人障害

者の職場参加をすすめる会事務局長） 

コーディネーター： 朝日雅也さん（埼玉県立大学名誉教授） 
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｢コトノネ｣という機関誌で協同労働の特集が組まれ

ているんだけど、昨年の５月に私達のところも記事に

していただいた。そこでついた見出しが｢矛盾に幸あ

れ！｣ということで、私自身もすごく気に入ってる。 

白黒はっきりさせない、できない、させたくない部分

こそ本当の豊かさや価値があるんじゃないかというこ

とに気づかされている。その価値を大切にする取り組

みが協同労働なのかなと感じているところだ。 

 

こども食堂―関係性を大切に、法人化も 

青山  完全のボランティアです。 

 こども食堂は貧困な家庭の子が行

くところというイメージがあるが、

決してそうではないと語る。だれで

も来ていいんだよということを貫い

ている。 

 両親そろっていて立派な家に住んでいても、両親の

仲が悪いとか、お父さんがほぼいないとか、見えない

部分があると思うから。 

 時間の貧困、体験の貧困、関係の貧困・・・みんな

矛盾を感じながら一生懸命生きている。 

2018 年に現在の古民家を自分たちで改装して、場所

を作った。それを機に、毎週月曜日に「いつでも来て

いいよ」という場を開催している。 

それまではお母さんを通してでないと子どもたちに

伝わらなかったが、曜日、場所が固定したので、子ど

もたちが来やすくなった。 

シングルマザーの家庭もあるし、共働きのお母さん

と保育園の子とか、不登校の４人きょうだいで月曜だ

けはおつかいとして弁当を取りに来るのを生きがいに

している子もいる。おばあちゃんが来たりもする。 

コロナ前は、大皿に沢山の料理を作って、ビュッフ

ェ方式で自分が食べられるぶんだけよそって食べる形

になっていたが、それができなくなった。 

でも、その時はほとんどの子ども食堂が閉鎖にな

り、学校も休校になっていた。代表である私が全部責

任を負いますということで、２週間休んだ後は開催し

た、 

学校が休校になってしまったので、吉川市、川口

市、越谷市から大量の食材が届いた。 

 「ほんとうは学校で食べたかったよね。みんなでご

飯を食べられないけど、配布をするよ。なんとか乗り

切ろうね。」と声をかけた。 

 その時に、いままでこども食堂は知ってたけど利用

できなかったと初めて来た人たちもいた。 

 １００人位来てくれる子どもたちの中に、ネグレク

トの３人きょうだいがいて、配食の時に声を掛けた

ら、女の子が取りに来てくれたが、1 回きりだった。 

 作ってもらえなかったから、すぐ食べられるものじ

ゃないと意味がなかった。一緒に食べるだけじゃなく

て、配布することもありなんだなと気づかされた。 

 今は弁当に変わっているので、誰か一人が取りにく

ればいいので、それが寂しいとは思うが、毎週見てい

るから「元気ないね」と声をかけると「DV で逃げて

来て」とか、いろんな相談事を持ちかけてくれる。 

市内のあちこちに移動こども食堂を拡げたいので、

キッチンカー購入のためのクラウドファンディングを

考え、それを機にどんな人でも一緒に働けるようにす

るため、法人化に向けて動いてゆきたい。 つらい時

こそつらいと言える関係性を大事にしていきたい。 

 

職場参加の法人―地域ネットワークの中でこそ 

山下 「職場参加」とは「職場も含む地域参加」とい

う意味。また、障害者が参加するだけでなく、「地域・

職場が（障害者に）参加する」こと

も含む。雇用、就労に限定せず、多

様な方法を編み出して取り組む。だ

から単独法人では不可能で、地域・

職場に広がるネットワーク型の取組

が不可欠。 

 前史である重度障害者職業自立生活協会の店・吐夢

亭や越谷市立病院職員組合事務所実習などもそうだっ

た。直前史の越谷市障害者地域適応支援事業もまさに

そう。その実績を踏まえ、市障害者就労支援センター

受託を求められたとき、ためらわずＮＰＯ法人化し

た。多様な個人・団体の関りを受け入れるため。 

 だが、センター受託時も課題が生じたが、その後障

害福祉サービス参入を機に一挙に表面化したのが、事
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業現場で働く人々の体験や悩み、意見を事業運営や法

人全体の取組に組み上げる難しさだ。NPO 法人は市民

活動、住民自治拡大に適しているが、労協法のような

働く人自身の事業運営の仕組みはない。働く人自体、

入会義務もない。また、当法人は本部が地域・職場を

障害者にひらくための自主事業を担い、委託事業や障

害福祉サービス等は、それぞれ分権・自立的に運営す

る前提で進めてきた経過がある。 

 こうした当法人の構造が、国により拍車をかけられ

る目標管理と加算・減算システムへの適切な対処や、

日常現場の意思疎通、協力を保障しきれないという課

題を残してきた。制度のありかたを問い、かつ目前の

ハードルをこえてゆきたいが、その意味でも今日ご参

加いただいたみなさんを含む、地域の自治ネットワー

クの一員として活動していきたい。 

 

１年余りで６５団体というのは田嶋さんから見て 

朝日 ６５団体、２連合ができているということです

が、１年余りでこの数字は、田嶋さん的にはいかがで

すか。期待通り？もっとあった方がいいですか？ 

 

田嶋 個人的にはもっとあった

方がいいと思う。でも、いまの

日本社会の市民感覚からいう

と、単純にはいかないだろうと

いう思いもある。国や自治体で

もまだ周知されていない現状があるので、私たち主体

の力量だけでは難しいと日々実感している。 

 

朝日 従来の考え方からすると特定の理念にあると思

う人がいるかと思うが、与野党を超えて全会一致で社

会が労働者協同組合を必要としている。時代が必要と

していることを具現化されてきたと思う。印象深かっ

たのは、もちろん地域づくりを仕事にするということ

もあるが、仕事だけでなく一緒に働く人の生活背景や

状況も協同する、共にするのがポイントだなと思う。 

 これがその後の須賀さんや青山さん、山下さんのお

話へと続くと思うが。その上で難しい質問。須賀さん

から、矛盾があるというお話をいただき、山下さんか

らも法人として公的な事業を担っていく難しさがある

とうかがった。 

 須賀さんの時に、福祉サービスを協同労働で提供す

ると。私の理解では、放課後等デイサービスみたいだ

なと。利用者の方は働き手ではないから、割り切れる

のかなと。組合員として出資して働いている人達と福

祉サービス事業で働いている人達は、お豆腐やお菓子

作りなど働く価値は同じだと思うんだけど、その中で

どうしても区分があったり、立場の違いみたいなもの

が出てくる難しさがあるんだと。それはもしかしたら

得られるお給料と工賃の差かもしれないと。 

 これを前提として田嶋さんにおうかがいしたい。こ

の矛盾はどうとらえていけばいいでしょうか。 

 

対等・平等に向け、制度を変えていく姿勢が必要 

制度というのは対象者を限定して予算を作って、そ

れに対してお金を出すという国家行政の仕組み。その

制度を市民がどう活用するか。わっぱの会などはお金

を丸ごとプールして、働く人と利用者に分け隔てなく

分配する方法もあるという。それは相当な合意がない

と困難。私たちはまだそのプロセ

スができてない。また専門的な視

点をもったスタッフを採用すると

きの矛盾。ワーカーズコープを作

って、社会的合意がないままでき

るのかという矛盾もある。 

とりわけ A 型は雇用契約を結んでいるので組合員に

しなければいけないんじゃないかという声を、きょう

されんや共同連のみなさんからいただいた。でも私た

ちは逆にＡ型の制度が問題ではないかと思っていて、

労働者協同組合法をＡ型利用者がすべて雇用契約を結

んで組合員になるという規定にするのであれば、Ａ型

そのものを改革しないと意味がないという気がする。

障害者総合支援法を含めて、制度をどう変えるか。 

第３の方法として、イタリアの社会的協同組合のよ

うな、これは今１１か国に広まっているが、共に働く

中で、組合員にならなくても働いている就労困難者が

３割いれば一定の助成や優先発注、公共調達ができ、

対等平等の賃金を払うことができるように制度を変え

ていかないといけないと思っている。（以下次号） 
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２０２４年２月 日 
市長 

      様 
         ２０２３年度 共に働く街をめざす自治体提言 

ＮＰＯ法人障害者の職場参加をすすめる会 
        代表理事 尾谷 英一 

埼玉県越谷市東越谷 1-1-7 

職場参加ビューロー世一緒内 

１）国連勧告に沿って、共に学ぶ教育へ、いまできることから取り組みを 
共に働き・共に生きる街への一歩は、共に育ち・共に学ぶことから踏み出されます。国連障害者の権利委員会は

日本政府に対し、「分離教育を終わらせること」などの強い勧告を行いましたが、文部科学大臣は「考えていませ
ん」と頑なな態度で終始しています。自治体が現行制度の下で可能なこととして、新座市のように「就学先につい
ては最終的に本人・保護者の選択により、決定権は保護者にあること」、「就学支援委員会の判断は、特別支援学校
や特別支援学級を希望している親子に対して行うもので、通常学級を希望している親子に対しては行わない」こと
を言明し、周知されるよう提言します。 
 

２）あらゆる障害者施設、院内デイケアからの職場体験・職場実習の施策を 
障害福祉計画には「福祉施設からの一般就労」が掲げられていますが、幼い頃から場を分けた教育が拡がった結

果、大人になっても福祉施設等への滞留が増え、国連からも「分離」と批判されています。「就労」の前に、職
場、地域で互いに出会うことが、前にもまして重要です。支援する職員も、施設内だけでなく、職場、地域での支
援に慣れることが必要です。その意味で、障害者施設、院内デイケア等の利用者が職員等の支援を得て、市役所を
はじめとする地域の職場で職場実習を行う越谷市障害者地域適応支援事業は、全国的にも注目されています。近隣
他市においてもこの事業を実施することを提言します。越谷市においては、この事業のいっそうの普及、啓発を提
言します。 
 

３）労協法施行後１年を機に多様な暮らし方・働き方を包み込む市民事業支援を 
障害、高齢、子育て、困窮、不登校・・・縦割りの弊害をこえ自治体がワンストップで相談を受け付け、専門職

や市民団体等多くの団体が連携して伴走型支援をする重層型支援体制が整備されつつあります。ただ、そのために
は、それぞれの団体等の活動の柔軟性が問われます。地域では特定の支援制度に乗らないからこそ、さまざまな
人々が助け合える子ども食堂の例や、制度に乗ったことにより、営利企業をまじえた市場競争にまきこまれ、連携
や伴走まで手が回らない状況も多く見られます。 

その中で、貴市として、多様な暮らし方・働き方を包み込む市民事業支援の施策を整備することにより、労働者
協同組合法を活かした「誰一人取り残さない」地域づくりをめざされるよう提言します。 
 

４）地域共生社会のベースに共に働く町工場、店、農家を 
「障害者雇用過去最高」との国の発表の裏では、ほとんどが非正規雇用であり、雇用代行業が膨れ上がっている

実態があります。しかし、国の障害者雇用実態調査では、従業員 29 人～５人の零細企業が、身体、知的、精神の
どの種別でも最も多く障害者を雇用しています。経営が厳しい中、家族、知人を含む地域のつながりに支えられ、
義務でなく戦力として受け入れているのです。東久留米市では、商工会が「超短時間就労」の取り組みをしていま
す。職場体験・職場実習も含めて、共に働く関係を、貴市として支援することが、これからの地域共生社会づくり
にとって大切です。 
 
５）市役所及び市の公共事業で共に働く機会拡大を 
貴市は地域の最大の事業所であり、住民の生活に密着した多岐にわたる職場をもっています。役所を訪れる市民

が、介助が必要な障害者が働く姿と直接出会えるような働き方を、貴市役所で創出しませんか。また市の公共事業
において、総合評価入札制度を実施すること、およびその重要な目的の中に障害者雇用を位置付けることが大切で
す。 
 
６）各世代の支援計画、都市計画に反映を、県・国の施策に反映されるよう取り組みを 
上に述べたことについて、貴市の障害者計画、障害福祉計画はもちろんのこと、高齢者保健福祉計画、介護保険

事業計画、子ども子育て支援事業計画、教育振興基本計画、地域福祉計画、総合振興計画等の見直しの際にも反映
されるよう、あらためて提言します。 

また、県および国の施策において、関連した取り組みがなされるよう、働きかけられることを提言します。 

 

共に働く街を創るつどい 2023で発表した提言を２月に３市の市長さんに直接手渡し、懇談の機会をいただきました。 
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・2月 5日（月）越谷市 福田市長と懇談  

越谷市役所の庁議室で、尾谷代表理事から福田晃市

長へ提言を手渡しました。山田、清水、大田市議に同

席頂きました。 

【各項目に関する市担当者のコメント】 

 1)「共に学ぶ教育」について、保護者の合意なし

に就学支援委員会との協議を依頼することはなく、今

後もその姿勢は堅持していく。 

 2)「地域適応支援事業」について、日吉さんよ

り、実習がマンネリ化しているとの指摘があった。た

だ仕事をするというだけでなく、ふれあい、社会参加

の視点を大事にしたい。 

 3)協同労働については、県主催の勉強会に参加。埼

玉でも三団体が伴走支援。今後とも勉強していく。 

 4)地域共生社会について、零細企業によって支えら

れている。そのことに対し、市として中小企業の支援

に力を入れ、労働実態調査の項目についても更に工夫

をしていく。 

 5)機会拡大について、市として総合評価入札制度、

および公契約条例に基づき、障害者の法定雇用率達成

を評価。雇用義務のない企業による障害者雇用も評価

している。市職員としての障害者雇用は 2.45％でやや

法定雇用率に満たないが、障害種別に応じその能力を

発揮できるよう努めてゆく。 

福田市長からは「いただいた意見をもとに、前へ進

めてゆこうと思います」と頼もしいお言葉を頂きまし

た。 

 

・2月 8日（木）春日部市 岩谷市長と懇談  

 春日部市役所を訪問。岩谷一弘市長に尾谷代表理事

より提言を手渡しました。市長との懇談の際、重度障

害の藤崎さんの最近の入院時の体験が語られました。

医療現場で働く人々は、障害のある人々と地域で付き

合ったことがないため、合理的配慮やそのための建設

的対話といったこともリアルに実感できる機会がない

ので、制度があっても活かされない、この事例ひとつ

とっても、公共サービスの職場で、障害のある人たち

の職場実習を受け入れてみることの大切さがわかるの

ではと。古沢市議に同席頂きました。 

 

・2月 16日（金）草加市 山川市長と懇談  

 新庁舎の 8階市長室にて、尾谷代表理事から山川百

合子市長に提言を手渡しました。市長より「『フルイ

ンクルーシブ教育』に取り組む他市の例を聞くが、支

援学級に行く抵抗感がある親がいる一方、特別な学

校・学級を望む親が昔以上にいるように思うし、教

員・人材不足もある中、どう考えたらいいのか」。そ

れに対し、樋上さんから「障害者がいて、否応なしに

付き合う。普通の子どもたちにこそ、障害児が目の目

にいる環境が必要」。自立センターめだか代表理事の

坂口鶴子さんは「お互いの生活をみる関係が無いと、

友達にもならない。いろんな人と関わって行く機会が

誰にとっても必要」と。今年も関市議に同席いただき

ました。 

 

  

2023年度共に働く街を目指す自治体提言 

越谷、春日部、草加の市長さんと懇談 
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せんげん台「世一緒」がこの４月から B型事業所になって職場参加をすすめています 

2023年度会費、寄付ご納入ありがとうございました。 
(五十音順、敬称略) 

【正会員会費】青木繁明、阿久津康仁、朝日雅也、有竹和子、伊藤峰子、内野かず子、大坂冨男、大田ちひろ、大

塚眞盛、沖山稚子、尾谷英一、黄川田仁志、木下恭子、越野操、小森陽子、佐藤邦弥、佐藤秀一、澤則雄、清水泉、

清水泰代、竹迫和子、巽孝子、巽優子、谷崎恵子、辻浩司、辻彩子、友𡌛由紀恵、中山佐和子、西陰博子、長谷川

顕、幡本洋子、原和久、原田真弓、樋上秀、日吉孝子、正木敬徳、松尾晃史、松山美幸、水谷淳子、水谷浩志、谷

塚祥子、山﨑かおる、山﨑泰子、山﨑有子、山田裕子、吉田久美子、吉原広子 

 

【賛助会員会費】上野豪志、大武昭、及木聡、川口裕之、佐藤恵美子、島根淑江、津崎悦子、並木理、野村康晴、

森田譲二、山崎茂 

【団体会員】くらしセンターべしみ、NPO 法人共に生きる街づくりセンターかがし座、春日部市障害者生活支援セ

ンターえん 

 

 

 

ホーム | せんげん台「世一緒」 (sengendai-yoisyo.com) せんげん台「世一緒」です！ 

⑦ 
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●2023 年 11 月 15 日  小口高寛さん(越谷市議) 

かつて越谷市の障がい者

計画を考える会でご一緒し

た経験がある小口さん。 

小口さんは越谷市の自治

基本条例推進会議に参加し、

言葉をもたない重度障害の

娘・真愛さんの「ことば」を、自治基本条例にどう反

映させるかという課題を自らに課した。 

トークの中で、真愛さんが亡くなり、夫妻が自宅に

戻ってきた時、ピアノが真愛さんの言葉を伝えるかの

ように応答したというエピソードが語られた。 

●1１月２２日 大野言弥さん(キッチンとまと) with 

山﨑 泰子さん 

まずキッチンとまと

の電話番の声、基本編

から紹介した。大野さ

んの電話対応例をいく

つか流す。 

続いて電話機の紹

介、留守番電話の声、

店舗デモモード、窓センサーの音。そして、様々な

年代の期間の着信音を一通り。最近の 8種類のベル

音、昔のファックスで採用されたベル音、内線の着

信音、ファックスの音声ガイド、電話帳の操作案内

などを再生した。 

最後に、大野さんが最近はまっているのだという

合唱曲を山﨑さんのバイオリンとともに参加者全員

で歌う。橋本さんと荻野さんは手話で合唱に加わっ

た。全体を通し、色々な音が飛び交う時間だった。 

●11 月 29 日 會田真理子さん 

生まれも育ちも越谷の生

粋の越谷っ子で、徳川家康

の御殿があった御殿町に住

んでいた。 

會田さんは「地元愛もさ

ほどなく、離れることを夢

見ていた少女が、この歳まで居ることになってしまっ

た。生きることを肯定できる地元で、自分の事はどう

でもよくなった」と話した。 

 現在では社会福祉協議会が行っている広域ボラン

ティア、ふれあいサロン銀杏、シニアカフェ越ヶ谷を

主催し、高齢者の居場所づくりを行っている。 

 

 

●12 月６日 八藤後忠夫さん(元文教大教授) 

同年３月末日で文教大学

教授を定年退職された八藤

後さん。話は、篠笛による

浅川マキの「死春期」から

始まった。 

 吉幾三はえらいという話

をし、越後村上から「近代を求めて上京し」、権力と闘

い、「デモシカ教師となる」。そして、定時制高校生に

労組を教えることが使命だと思ったという。やがて、

権力者としての教師の自分をみつめさせられてゆく。

その中で「学び」とは、「「地域」とは何だろう？ と、

未だ続く問いを投げかけた。 

●2024 年１月 17 日 山脇雅史さん 

 山脇さんはいつもママ

チャリで走ってゆく。

日々の旅の中でカリンバ

を弾く。 

 山脇さんは演奏を続け

ながら、参加者たちに応

答した。応答自体が演奏

で、山脇さんならではのカリンバ・ライブだ。質問

内容は年齢や生活の事、どのくらいの頻度でイベン

トに参加しているのか、など。眠れない夜にも、カ

リンバの音色はゆったりと睡眠へ誘ってくれる。 

●2 月 21 日 本間莉穂さん（埼玉県立大学三年） 

現在は職場参加ビューロ

ー・世一緒で事務作業等を

手伝っている。「じわじわと

福祉を目指す」というタイ

トルで、福祉を目指すに至

ったきっかけを紹介した。 

   きっかけの一つは高校時代の部活動だった。聾学校

との練習試合の際、小学生から高校生まで同じ場で学

んでいることに驚いた。代替わりして、自分が先輩に

なると、後輩の指導で苦労した。仲間も自分も精神的

にしんどかった。部員の中には何も相談しないまま休

部した人もいて、相談されてもされなくても、力にな

れる人になりたいと思った。 

 高校での経験は自分が何も知らない事と、力にな

れないことを感じさせた。自分はその立場になれな

くても、色々な人のことを知りたい、関わりたいと

思って、福祉を目指した。  

⑨ 
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ＮＰＯ法人障害者の職場参加をすすめる会 

 

 

 
                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

青
木 

繁
明 

夜
ふ
か
し
が
続
く
、
朝
が
自
然
と
長
い
、

夜
る
12
時
か
ら
朝
8
時
過
ぎ
お
き
と
い
う

日
が
続
く
、
途
中
で
夜
9
時
に
な
っ
て
、
眠

く
な
っ
て
し
ま
う
11
時
頃
、
ト
イ
レ
に
い
き

た
が
る
。
そ
れ
で
12
時
ま
で
テ
レ
ビ
を
見
て

か
ら
眠
る
テ
レ
ビ
は
ニ
ュ
ー
ス
と
天
気
予
報

ニ
ュ
ー
ス
は
、
交
通
事
故
や
輪
島
の
ひ
さ
い

地
の
番
組
が
見
る
こ
と
が
多
い
。
水
道
の
水

が
出
な
い
。
電
気
も
つ
か
な
い
。
家
は
地
し

ん
の
影
響
で
心
配
で
住
め
な
い
本
当
に
困
っ

て
い
る
。
見
て
い
て
、
本
当
に
ひ
さ
ん
な
状

達
で
か
な
し
い
。
自
衛
隊
員
や
消
防
隊
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
各
人
々
が
増
へ
れ
ば
き
っ

と
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
私

も
4
年
目
を
向
か
え
ま
す
が
、
い
ろ
ん
な
方

た
ち
の
支
援
が
あ
り
、
さ
そ
っ
て
く
だ
さ
る

方
々
の
お
か
げ
で
今
に
来
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
身
体
が
お
と
ろ
え
は
じ
め
た
最
近
、

ち
か
く
の
旅
行
が
出
来
れ
ば
い
い
な
あ
と
思

い
ま
す
。
ボ
ケ
し
ょ
う
じ
ょ
う
が
出
て
い
る

の
で
た
と
へ
ば
物
忘
れ
、
ボ
お
っ
と
し
た
り

不
自
然
さ
が
、
あ
わ
て
る
こ
と
な
く
な
れ
ば

と
思
う 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

須
藤 

雅
春 

し
ご
と
に
つ
い
て
、
思
う
こ
と
に
つ
い
て
、

い
つ
も
ど
う
り
し
ご
と
と
思
う
。
い
つ
も
仕

事
の
な
い
よ
う
に
た
い
し
て
い
つ
ま
で
も
思

う 

こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
よ
り
い
つ
も
の
と

お
り
そ
れ
ま
で
し
ご
と
の
と
お
り
こ
れ
ま
で

の
内
よ
う
の
せ
つ
め
い
の
と
お
り
こ
れ
ま
で

の
し
ご
と
に
つ
い
て
、
い
つ
も
の
よ
う
な
し

ご
と
に
よ
っ
て
い
つ 

             

世
一
緒
ス
タ
ッ
フ
日
記 

私
の
近
況 

す
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
は
生
活
介
護
の

く
ら
し
セ
ン
タ
ー
べ
し
み
に
通
っ
て
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
と
か
が
あ
る
と
、
誘
っ
て
く
れ
る
の

で
、
参
加
し
た
り
し
て
ま
す
。
学
生
が
入
っ
て

い
る
水
木
日
は
、
家
に
帰
っ
て
も
シ
ャ
ワ
ー
な

の
で
、
寒
い
な
ぁ
っ
て
思
っ
て
ま
す
。 

 

よ
い
し
ょ
で
や
っ
て
た
こ
と
は
、
金
曜
日
の

電
話
の
当
番
と
、
次
の
月
に
当
番
会
議
が
あ
る

の
で
、
前
の
月
の
や
っ
た
こ
と
の
報
告
を
し
て

い
ま
す
。
六
月
と
十
二
月
に
よ
い 

し
ょ
の
集
ま
り
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
出
席
し

て
い
ま
す
。 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

納
谷 

大
二
郎 

変
化
と
言
う
言
葉
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
の

変
化
が
入
り
ま
じ
る
。
時
に
残
酷
で
時
に
は
喜

び
色
々
な
変
化
が
あ
る
が
、
喜
こ
ん
で
い
る
人

が
い
る
な
ら
ま
た
、
そ
の
変
化
に
よ
り
誰
か
が

悲
し
ん
で
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
う
と
自

分
は
こ
ん
な
幸
せ
に
な
っ
て
い
い
の
か
と
思
う

が
悲
し
み
が
あ
る
か
ら
誰
か
の
悲
し
み
が
分
か

る
し
寄
り
そ
え
る
し
の
り
こ
え
て
い
く
勇
気
を

く
れ
る
。
苦
し
み
や
悲
し
み
が
あ
る
か
ら
痛
み

が
分
か
る
。
試
練
は
自
分
を
強
く
す
る
。
諦
め

な
い
事
や
、
誰
か
の
一
生
懸
命
は
誰
に
も
否
定

出
来
な
い
し
必
ず
そ
の
努
力
は
報
わ
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
諦
め
ず
前
を
見
て
笑
っ
て
笑
顔
で

今
と
言
う
き
ち
ょ
う
な
時
間
を
生
き
て
る
ん

だ
。
笑
顔
は
幸
を
よ
び
幸
せ
は
愛
を
は
ぐ
く
み

愛
は
喜
び
喜
び
は
か
が
や
き
を
ぞ
う
か
さ
せ

る
。
一
日
一
日
と
言
う
時
間
を
す
て
き
に
い
ろ

ど
っ
て
い
く
た
め
に
。 

 

 

 
 
 
 
 

世
一
緒
で
は
、
障
害
や
病
気
そ
の
他
の
状
況
に
よ
る
働
き
づ
ら
さ
を
、
他
の
人
々
と
共
有
し
生
き
る
た
め
に
し
て
生
き
る
た
め
に
、
世
一
緒
に
関
わ
っ
て
い
る

人
た
ち
を
「
ス
タ
ッ
フ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
（
非
常
勤
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
支
え
を
受
け
て
、
世
一
緒
の
当
番
（
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
実
習
）
や
「
語

る
会
」、
身
近
な
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
（
花
壇
整
備
、
除
草
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
も
し
て
い
ま
す
。
元
ス
タ
ッ
フ
等
か
ら
の
近
況

報
告
も
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
後
せ
ん
げ
ん
台
に
就
労
移
行
支
援
・
就
労
継
続
支
援
B
型
多
機
能
事
業
所
「
世
一
緒
」
が
開
所
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
制
度
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
職
員
が
お
り
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
会
は
定
め
ら
れ
た
支
援
も
ち
ろ
ん
、
自
主
事
業
の
世
一
緒(

越
谷)

と
連
携

し
て
、
多
様
な
就
労
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
支
援
し
地
域
で
共
に
生
き
る
輪
を
拡
げ
て
ゆ
き
ま
す
。 

DVD
見
て
、
地
震
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き

で
す
。 

   

越
谷
市 

 

山
﨑 

有
子 

新
三
さ
と
に
あ
る
、
ワ
イ
ズ
パ
ー
ト

ナ
ズ
の
仕
事
で
毎
日
キ
リ
ン
の
ク
ラ
ス

タ
い
れ
、
ジ
グ
を
や
っ
て
い
ま
す
仕
事

を
し
て
い
る
と
時
間
が
早
く
か
ん
じ
ま

す
の
で
ヌ
キ
ク
ソ
で
が
ば
り
ま
す
。
生

茶
と
か
コ
ー
ラ
い
み
う
ず
の
レ
モ
ン
を

や
っ
た
り
レ
ス
カ―

を
や
っ
た
り
し
て

い
て
明
る
い
仕
事
で
す
ご
く
良
く
や
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
さ
い
き
ん
で
は

タ
ン
ク
ポ
ッ
プ
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
も
た
の

し
み
で
す
こ
れ
か
ら
も
け
ん
こ
う
で
や

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す 

   

 

友
の 

由
紀
恵 

 
生
活
は
ほ
と
ん
ど
事
業
所
の
人
で
朝

は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
来
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
夕
方
も
事
業
所
の
時

も
あ
り
ま
す
。
学
生
が
曜
日
決
ま
っ
て

て
、
入
る
曜
日
は
水
曜
日
と
木
曜
日
と

日
曜
日
の
夕
方
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま 

 

二
〇
二
四
年
二
月
六
日
発
行
（
毎
月
十
二
回 

二
と
四
と
六
と
八
の
日
） 

通
巻
五
四
四
六
号 

一
九
九
四
年
八
月
二
十
四
日
第
三
種
郵
便
承
認 

発
行
人 

埼
玉
県
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会 

〒
３
３
３‐

０
８
５
１ 

川
口
市
芝
新
町
十
五―

九 

ア
ス
テ
ー
ル
藤
野
１
Ｆ 

⑩ 

日
本
沈
没
を
見
て 

 

仕 

事 

 
 

生
活
と
活
動 
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